
特集｜祖父母力アップ事業

「孫と ! !えのぐであそぶ」

特集｜夏季特別企画
親子でたんけん

伝える・伝わる？！

子育てのおはなし 第 29話

募集とお知らせ
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子どもとおとな、ドキドキ 発 見！

N e w s  L e t t e r

　　

冬季特別企画

家族●あそぶ！

開館時間＝9：00 ー 17：00
入場料＝中学生以下無料、その他 300 円

12月の休館日 ＝ 4、11、18、29、30、31日
1月の休館日 ＝ 1、9、15、22、29日
2月の休館日 ＝ 5、13、19、26日
3月の休館日 ＝ 5、12、19日

編集・発行／愛知県児童総合センター（公益財団法人愛知公園協会）
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愛知県長久手市茨ヶ廻間乙1533-1
TEL     0561- 63 -1110 
E-mail  info@acc-aichi.org
http://www.acc-aichi.org/

公共交通
機関で …

車 で …

愛知県児童総合センターは「あそび」をテーマにした県立大型児童館です。
1996年の開館以来、子どもと大人がともに、心と身体をフルに活用して遊ぶ
ことで、新しい気づきが実感できる時間と空間を提供しています。また、遊具や
遊びのプログラム開発、よりよい児童環境のためのネットワークづくり、セミナー・
研修、調査・資料収集、移動児童館など多岐にわたる活動を行っています。

地下鉄東山線「藤が丘」、愛知環状鉄道「八草」から
リニモ「愛・地球博記念公園」駅下車

東名高速・日進JCT経由名古屋瀬戸道路長久手 ICから
足助方面すぐ （愛･地球博記念公園 北駐車場利用）
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愛知県児童総合センター｜冬季特別企画｜

会期中の休館日｜12/29、30、31、1/1、9、15
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主催｜愛知県児童総合センター（公益財団法人愛知公園協会）
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愛知県児童総合センター
時間｜10:00 –16:00（開館時間は 9:00 –17:00）　

会期中の休館日｜12/29、30、31、1/1、9、15

家族のカタチにはいろいろあります。

21 世紀の現在、そのカタチは実に様々になりました。

暖かかったり、優しかったり、時にはわずらわしかったり、

それでもわたしたちは家族とともに成長していきます。

家族を選ぶことはできないかもしれませんが、

どのように一緒に生きていくかを

みんなで考えることはできます。

「家族●あそぶ」の●にはいろいろな文字が入ります。

家族とあそぶ、家族があそぶ、家族であそぶ、

家族はあそぶ、家族をあそぶ・・・

●にどんな文字をいれるかは人次第、あそび次第です。

寒くなってくる季節に、家族のことに思いをはせながら、

思い切り遊んで体をあったかく、気持ちをあったかくして、

家族と一緒にすごしてみませんか。

家 族 ● あそぶ！

家族 ● あそぶ！

○詳しくは、館内の当日案内をご覧ください。プログラムは予告なく変更することがあります。

みんなであそぶプログラム

家族でいっしょに遊んでください。
もちろんひとりでもグループでも参加できます。

お母さんやお父さんのお父さんお母さんのなまえを
知っていますか？　そして・・・

アーティストの山田亘さんの「かぞくのかぞく」
で遊びます。一つの家の中に、知ってる人や
一緒に住むと楽しくなりそうな人達の名前の
ハンコを押して、新しい家族をつくってみよう。

毎日実施｜
10:00 –16:00 （11:30 –12:30はお休み）

アーティストプログラム

毎日実施｜
10:00 –16:00 （11:30 –12:30はお休み）

たべるあそぶプログラム

●むす

●家族でバトル？！

●家族のなまえ

●家族のサイズ
家族やグループで、さまざまなサイズを
たしたりくらべたりして遊びます。

家族の新しい家紋を土の粘土でつくります。

●「カモン！？」

家族をテーマにいろいろな絵本を集めました。
●家族のえほん（えほんのへや）

セルフタイマーで撮影した
たくさんの家族の写真を展示します。

「家族のうれしい顔」写真展
日曜日実施｜11:00 –12:00 
 （定員 6組、当日30分前抽選）

家族やグループでいろいろなあそびに
チャレンジします。

家族やグループの誰かに思いをはせながら
つくります。

あつまるあそぶプログラム

土日祝実施｜14:00 –15:00 
（当日30分前受付）



伝える・伝わる?!
親子でたんけん

イヤイヤーかんしゃく

生まれる前は、楽しく遊ぶステキな親子を

夢み、生まれたばかりの赤ちゃんの時は、

眠さと闘いながらもその愛らしさに体のし

んどさを癒されてきたけれど、子どもがいっ

ちょまえに自己主張をし「イヤ！」を連発し、

親の思い通りに動いてくれなくなると、今

度は精神的な疲れがどっと押し寄せてきま

す。子どもにひどく怒ってしまう自分にもい

らだちます。

私自身、改めて「子どもって、世界で一番

思うようにならないもの」と思ったものでし

た。体のしんどさより、気持ちのしんどさの

方がきついですよね。

子どもの「イヤ！」、泣き叫び、かんしゃくな

どに困り果てる・・・「いいかげんにして！」

「もう知らない！」とこちらも泣きたくなる、

怒鳴りたくなる・・・

少し離れて見ていられる今の私は、「子ど

もの感情の渦に巻き込まれないで」と祈り、

そして、子どもは自分の制御できない気持

ちと、ママの落ち着きが出会い、「あゝ、気

持ちが荒れてどうしようもなくなっても大丈

夫なんだ！」と感情の嵐にも落ち着いて対

処できるようになっていくんだよ、と思うの

ですが、子どもとの応酬の渦中にいるとき

にはなかなか理屈通りにはいきません。

そして、こうした親子の戦いや苛立ち、

あきらめや許しなどが豊かな親子の関係

を作っていく面もあるなあと思うのです。

今少し踏ん張れ！

第 2 9 話

※プログラムは予告なく変更する場合があります。
　詳しくはHPをご覧ください。
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12/6（水） 11：00 ～ はっぱであそぶ
12/13（水） 14：30 ～ はっぱであそぶ
1/24（水） 14：30 ～　ウゴイテあそぶ
1/31（水） 11：00 ～　音であそぶ
2/7（水） 14：30 ～　まるまるであそぶ
2/14（水） 11：00 ～　たべるあそぶ
2/21（水） 14：30 ～　えほんであそぶ
2/28（水） 11：00 ～　土ねんどであそぶ

対象：１歳から3歳の未就園の子どもとその親
定員：15組程度
参加費：無料（入場料300円が必要）
受付：プログラム開始30分前から
　　  １Fインフォメーションにて先着順
※受付時刻に参加希望者が定員以上の場合は抽選

「大人がたのしいと子どもはうれしい」を合言葉
に、小さな子どもとお母さんやお父さんが“一緒
に”楽しむプログラムです。見る、触るなどの感
覚的なあそびを中心に、いろいろなあそびを親
子で体験します。

トコトコプログラム

日々いそがしいお父さん、子どもとの時間を楽し
んでいますか？ お父さんが子どもと一緒に楽し
める「遊びのプログラム」を、愛知県内のさまざ
まな場所にお届けします。今年もたくさんのお
父さんたちに出会えるのを楽しみにしています。

イクメンキュレーター養成事業
もっと！「お父さん」を楽しもう！

トコトコプログラム「たべるあそぶ」

トコトコプログラム「はっぱであそぶ」

イクメンキュレーター養成事業「ドラムサークルであそぶ」

イクメンキュレーター養成事業「お父さんと運動会」

移動児童館

子 育 て の
お は な し
臨床心理士

後 藤 かをり

募 集 と

お 知 ら せ

●開催地

12/7（木） 東郷町／西部児童館
1/9（火） 長久手市／上郷児童館
1/25（木） 西尾市／中央児童館
2/6（火） 豊田市／志賀子どもつどいの広場
2/20 （火） 新城市／城北子育て支援センター

●会場

12/2（土） 犬山市／犬山西児童センター
12/9（土） 長久手市／市が洞児童館
12/16（土） 稲沢市／長野子育て支援センター
1/14（日） 春日井市／
 総合福祉センター内児童センター
1/20（土） 岡崎市／福祉会館６階大ホール
1/27（土） 清須市／星の宮児童センター
2/3（土） みよし市／子育て総合支援センター
2/4（日） 瀬戸市／交通児童遊園
2/10（土） 愛西市／立田北部子育て支援センター
2/17（土） 一宮市／萩原児童館
2/24（土） 名古屋市／とだがわこどもランド
2/25（日） 安城市／安祥児童センター
3/4（日） 小牧市／北里児童館
3/10（土） 碧南市／福祉センターあいくる

児童総合センターのあそびを「ゆめたま号」に
乗せて児童館へ運び、現地のスタッフも加わっ
て地域の子どもと大人が一緒になってあそぶプ
ログラムです。あそびをとおして、たくさんの出
会いを楽しみにしています。

移動児童館・ゆめたま号
12月～2月の開催地決定

A i c h i  C h i l d r e n ’ s  C e n t e r     N e w s  L e t t e r     2017– 2018  w i n t e r

8月14日、お盆の時期に合わせて「孫と‼えのぐであそぶ」を実施し、

大きな紙の上でおじいちゃんおばあちゃんと一緒に楽しみました。体中

にえのぐをぬったり、わざと転んでえのぐまみれになったり、小さな子ども

ならではのダイナミックな遊び方です。それをおおらかに笑って見守る

のが、おじいちゃんおばあちゃんたち。手をつないで支えながら、子ども

たちが自由にえのぐまみれになっていくのを楽しんでいました。また祖父

母のみなさんには、今どきの子育て事情をクイズにして、親世代ととも

に楽しみながら知ってもらいました。

2010年から始まった祖父母力アップ事業は、絵本や積み木をテーマ

に孫と遊んだり、祖父母だけの座談会などを行い、孫育てに参加する

ことや子育て世代との関係などの悩みを話しあったりしてきました。

祖父母世代が子育てに関わる「孫育て」。子育て世代にはとても心強

い味方です。ゆったりと見守りながら、孫との時間を楽しんでもらいた

いと思います。

土の粘土にボルトやはさみ、ネジ、パイプな
どをかたどります。

このあそびは
平成29年度夏季特別企画として
実施しました。

祖父母力アップ事業

「孫と !! えのぐであそぶ」

～参加者の声～
「普段見られない孫の様子が見られました。」
「体中えのぐまみれになり、私も子どもに返った
 ようにはしゃぎ、楽しかったです。」
「おじいちゃんも意外にえのぐだらけになって
 遊んでくれてよかった。」（ママの声）

夏季特別企画  

ことばや文字だけでなく、

カタチや色、てざわり、もの、気持ち、様子などを

いろいろな方法で「伝える」ことや、

それらがどんなふうに「伝わる」かを、

あそびながら体験して親子で楽しみました。

コピタイル

自分の気持ちにあわせて選んだ手触りと同じ手触
りがはいったボックスを探します。みつけたボックス
に書いてある文字をつなげると、手触りが不思議な
呪文にかわります。最後に呪文を「音カン」に入れ
てほかの人にも伝えます。

影のシルエットで「相撲をとる」「喜ぶ」「バイ
バイ」「集まる」などの動きを伝えてみます。

かげで伝える？！

箱から聞こえる音を、◯△□などの記号スタ
ンプでカタチにします。

きこえたカタチ

さわって伝える

カードをだしあって同じマークがでるかどうか、
気持ちが伝わるかどうか試します。

ピタカード

においをかいで、どんな気持ちになったのか、
グラフの一番近いところにシールを貼ります。

においの気分

チーム対抗のカルタ取りです。身振り手振り
のジェスチャーでどの札を指しているのかを
当てます。

みぶり・てぶり

昔から伝わる方法で、昆布とかつお節から
出汁をとります。

出汁

カラーセロハンや糸などを組み合わせ、プロ
ジェクターで投影してみます。チーム◯△□
（えんさんかくしかく）によるプログラムです。

ヒカリ・イロ・カタチ


